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１．はじめに 

 近年，様々な地域で署名活動が行われている。

収集した署名に法的効力を持たせるには，収

集・データ化が容易なネット署名などではなく，

紙媒体で氏名・住所を収集しなければならない。

署名と住民台帳との照合は１ヶ月程度の期間を

要するが，手書き署名を自動認識できれば，こ

の期間を大幅に短縮できると考えられる。 

 これまでの手書き文字認識の研究では，筆者

の癖を吸収して認識精度を改善する手法[1][2]

や，住所固有の性質を用いた手書き住所認識法

[3][4]なども提案されているが，これらの手法

を用いても，我々が普段書き記すような文字品

質で書かれた手書き署名の認識には限界がある。 

本研究では，我々が普段書き記すような品質

の手書き文字を用いて認識用辞書を再構築する

と共に，署名特有の特徴を用いて認識候補字種

を限定する誤認識訂正法を提案し，手書き署名

の高精度な認識を試みる。 

 

２．署名認識システム 

本節では，提案する手書き署名認識システム

の概要について述べる。提案する署名認識手法

は，普段我々が書く文字を認識するための標準

パタン辞書再構築法と，署名特有の特徴に着目

した誤認識訂正法との２つの要素からなる。 

 

2.1 署名認識システムの概要 

提案する署名認識システム(図 1)は，氏名と住

所の分割・個別文字認識・誤認識訂正・比較の 4

つの処理で構成される。スキャナによって手書

き署名を取り込み，氏名部と住所部に分割する。

次に文字の切り出し・前処理を行った後に方向

線素特徴量を抽出し，標準パタンとのマハラノ

ビス距離[2]を計算して認識する。更に認識され

た文字列の中で，氏名部の姓，住所部の都道府

県および市区町村を特定し，文字数から 

 

利用される字種を限定し誤認識訂正を行う。最

後に，訂正された文字列を住民台帳と比較し該

当するデータがあるか判定し，実在しない氏

名・住所は誤認識候補リストに追加し，元画像

をユーザが見て訂正または無効を判断する。 

 

2.2 標準パタン辞書再構築法 

 文字認識の精度が下がる一因として，実際の

手書き文字と従来の ETL9 をベースとした標準パ

タン辞書との特徴量分布が大きく乖離している

問題があげられる。本研究では，手書き署名を

高精度に認識するため，我々が普段書き記すよ

うな品質の手書き文字を大量に収集し，標準パ

タン辞書を再構築する。辞書に加える文字デー

タは，教育漢字 1006 字種，ひらがな・カタカナ

各 71字種，教育漢字以外の苗字で利用される漢

字 351 字種と，名前で利用される漢字 107字種

をあわせた 1606 字種とした。ETL9に含まれな

い字種については新たに収集した文字のみで辞

書を構成する。若者に顕著な丸文字や止め・は

らいのない漢字の癖を排除するよう指示を与え，
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図 1 システムの概要 
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16～22歳までの学生 100名に協力してもらい，

1 字種あたり 50サンプルの文字を収集した。 

 

2.3 誤認識訂正法 

 標準パタン辞書の再構築により，認識精度の

改善を期待できるが，認識精度を高めるために

は，個別文字に対する認識後の誤認識訂正が必

要である。氏名は姓・名，住所は都道府県・市

区町村・その他にそれぞれ分割できる。姓・都

道府県・市区町村で使われる字種は限られてお

り，それぞれの文字数が決まると使用される字

種は限定される。氏名は姓と名をあらかじめ分

割して記入する形式にし，都道府県・市区町村

をキーワードにして，各要素の文字数をカウン

トし，使用される字種を限定することで認識候

補を減らすことによって誤認識の訂正を行う。 

 

３． 署名認識実験 

 提案手法の有効性を確認するため，収集した

手書き文字を用いて辞書を再構築し，認識精度

評価実験および誤認識訂正評価実験を行った。 

16～22歳の学生から収集した手書き文字 15

件分のサンプルデータを用いて辞書を再構築し，

署名認識実験を行った。従来の個別文字認識で

は，方向線素特徴量およびマハラノビス距離を

用いているが，今回収集した文字サンプル数が

15 であることから 196次元特徴量を用いたマハ

ラノビス距離の計算ができない字種がでてくる

ため，ユークリッド距離で代用した。従来の標

準パタン辞書と再構築した辞書で行った実験結

果を表１に示す。 

 

表 1 個別文字認識実験結果 

 
 

 1位・10位候補ともに辞書の再構築によって

認識精度は改善されている。今回の実験では数

ポイントの改善にとどまっているが収集データ

数を増やすことによって改善率の向上が見込ま

れる。特に第 10 位累積認識率の改善が見込める

と，個別文字認識後の誤認識訂正アルゴリズム

を併用することにより，署名全体の認識精度を

大きく改善できるものと期待できる。尚，辞書

の再構築によっても正しい認識候補が得られな

い文字もあった。これは，我々が普段書く文字

の分布が正規分布から大きくずれていることに

より，従来から用いられている識別関数では識

別能力に限界があるからだと考えられる。 

 署名サンプルを ETL9 のみで構成した標準パタ

ン辞書とマハラノビス距離によって認識を行っ

た結果のうち，姓，住所の都道府県・市区町村

460 文字に対し，誤認識訂正アルゴリズムを適用

した例を図２に示す。表２は誤認識訂正の様子

を示したものであるが，１～２文字目は姓をあ

らわしている「清変」という姓は存在しないの

で「清友」と誤認識訂正できる。また，７・８

文字目は市名の一部であることを使うと認識候

補はそれぞれ「分」「寺」のみになり誤認識訂

正を正しく行うことができる。その結果，誤認

識訂正前の第 1 位認識率が 75%だったのに対し，

訂正後は 85.65%まで改善された。 

 

 
図２ 実際に収集した署名例 

 

表２ 誤認識訂正例 

 
 

４．むすび 

本稿では，我々が普段書き記す品質の手書き

文字を用いた認識用辞書の再構築と，署名特有

の特徴を用いた誤認識訂正法を提案した。各手

法の評価実験を行い，それぞれで一定の認識率

改善が見込めることを確認した。今後は，再構

築された辞書に適した新たな認識手法について

検討を行う予定である。 

尚，本研究は科学研究費補助金(基盤研究(C)

課題番号22500170) の助成によるものである。 
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